
皆
様
か
ら
の
情
報･

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す 

県
央
か
わ
ら
版
で
は
、
食
品･

環
境
等
を
中
心
に
情
報
を
発
信
し
て

お
り
ま
す
。
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
や
、
旬
な
話
題
等
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

一
般
社
団
法
人
県
央
研
究
所 

県
央
か
わ
ら
版
事
務
局 
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消
費
者
庁
が
厚
生
労
働
省
の
人
口
動
態
統
計
の

調
査
票
情
報(

２
０
１
４
年
か
ら
６
年
間
分)

を
基

に
、
独
自
に
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
食
品
の
誤
嚥
に
よ

る
窒
息
で
、
１
４
歳
以
下
の
子
供
が
８
０
人
死
亡
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
５
歳
以
下
は
７
３
人
で
９

割
を
占
め
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
２
０
１
０
年
～
２
０
２
０
年
、
全
国
の
医

療
機
関
か
ら
同
庁
に
寄
せ
ら
れ
た
情
報
の
う
ち
、
１

４
歳
以
下
の
子
供
の
食
品
事
故
情
報(

窒
息
や
誤

嚥)

は
１
６
４
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
５
歳
以
下
の
事

故
が
１
４
１
件
で
８
６
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
消

費
者
庁
が
２
０
２
１
年
か
ら
対
象
年
齢
を
３
歳
か

ら
５
歳
に
引
き
上
げ
、
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る
背

景
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
同
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
食
品
に
よ
る
子
供
の
窒
息
・
誤
嚥
事
故
に
注
意
！

‐
気
管
支
炎
や
肺
炎
を
起
こ
す
恐
れ
も
、
硬
い
豆
や

ナ
ッ
ツ
類
等
は
５
歳
以
下
の
子
供
に
は
食
べ
さ
せ

な
い
で
‐
」
と
題
し
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
を
配
信
し

ま
し
た
。 

 

豆
を
製
造
す
る
大
手
メ
ー
カ
ー
で
は
、
今
年
の
節

分
用
の
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
消
費
者
庁
の
対
象
年

齢
前
に
既
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
た
め
、
袋
裏
の
取

り
扱
い
上
の
注
意
の
表
示
は
、「
大
豆
は
、
４
歳 

ヒ
ト
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
増
殖
に
成
功 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症 

治
療
薬
の
開
発
前
進 

PICK UP NEWS 

 

 

無
添
加
調
理
で
商
品
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
石
井
食
品

株
式
会
社
は
、
一
般
社
団
法

人
日
本
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
、
災
害
に
よ
っ
て
生
じ
る

車
内
遭
難
へ
の
備
え
と
し
て

非
常
食
・
発
熱
剤
・
飲
料
水
な

ど
を
セ
ッ
ト
に
し
た
「
車
に

あ
っ
て
よ
か
っ
た
非
常
食
セ

ッ
ト
」
の
企
画
を
行
い
、
１
０

０
セ
ッ
ト
限
定
の
ト
ラ
イ
ア

ル
と
し
て
発
売
し
て
い
ま

す
。 

 

開
発
経
緯 

２
０
２
０
年
１
２
月
１
６
日

こ
ろ
か
ら
発
生
し
た
新
潟
、

群
馬
県
境
付
近
の
関
越
自
動

車
道
で
の
大
雪
に
よ
る
立
往

生
は
記
憶
に
新
し
く
、
石
井

食
品
で
は
日
本
笑
顔
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
通
じ
て
非
常
食
の

提
供
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

際
自
宅
だ
け
で
は
な
く
車
内

に
も
非
常
食
を
備
蓄
し
て
お

く
こ
と
の
重
要
性
に
辿
り
つ

き
、
今
回
の
セ
ッ
ト
の
ト
ラ

イ
ア
ル
販
売
に
い
た
り
ま
し

た
。 

 

商
品
詳
細 

「
車
に
あ
っ
て
よ
か
っ
た
非

常
食
セ
ッ
ト
」
は
車
内
で
長

時
間
す
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
の
１
人
用
３
食
分

の
非
常
食
セ
ッ
ト
で
す
。
日

本
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
監
修

の
も
と
、
玄
米
お
か
ゆ
と
お

か
ず
、
飲
料
水
と
水
を
入
れ

る
だ
け
で
発
熱
す
る
ヒ
ー
ト

パ
ッ
ク
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
車
内
ス
ペ
ー

ス
は
限
ら
れ
て
い
る
た
め
必

要
最
低
限
に
コ
ン
パ
ク
ト
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

日
本
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
石
井
食
品
よ
り 

「
車
に
あ
っ
て
よ
か
っ
た
非
常
食
セ
ッ
ト
」
を
開
発 

 滑川高校(滑川市加島町)の薬学部
は、昨年開発した消毒剤「おちゃぶる」
の材料や研究、開発にかかった費用を
クラウドファウンディングで募りま
した。 
 おちゃぶるは、抗菌作用があるカテ
キンを使った泡で出る消毒剤で、アル
コールを含まず肌が敏感な人でも使
えるのが特徴です。２年生６人が開発
し、前田薬品工業(富山市向新庄町)に
製造委託して商品化しました。これま
でに学校での直売のみで２８本を売
り上げました。 
 クラウドファウンディングは「モー
ションギャラリー」のサイトで行い、
今後の販売に必要な費用なども集め
ました。支援額は５００円、２２００
円、４２００円の３パターンがあり、
額に応じて生徒が書いた手紙やおち
ゃぶるを送ります。 

        参考・引用：北日本新聞社 

 

 

富
士
フ
イ
ル
ム
は
、
同
社

の
創
薬
支
援
用
細
胞
で
あ
る

ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
腸
管

上
皮
細
胞
「
Ｆ-

ｈ
ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｅ

Ｃ
」
を
用
い
て
、
ヒ
ト
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
増
殖
さ
せ
る
こ
と

に
成
功
し
た
と
発
表
し
ま
し

た
。 

 

こ
の
成
果
は
、
ヒ
ト
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
医
薬
品

候
補
の
有
効
性
検
証
へ
の
応

用
に
つ
な
が
る
も
の
で
、
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す

る
治
療
薬
・
ワ
ク
チ
ン
の
開

発
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
い

い
ま
す
。 

 

ヒ
ト
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、

手
指
や
食
品
な
ど
を
介
し
て

ヒ
ト
に
感
染
し
、
腸
管
で
増

殖
す
る
こ
と
で
、
嘔
吐
や
下

痢
、
腹
痛
な
ど
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
国
内
で
は
、
ヒ
ト

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と
す

る
食
中
毒
の
発
生
頻
度
が
最

も
高
く
、
ま
た
発
展
途
上
国

を
中
心
に
同
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
食
中
毒
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
有
効

な
治
療
薬
・
ワ
ク
チ
ン
が
な 

 

「５
歳
以
下
に
は
あ
げ
な
い
で
」  

節
分
豆
、
消
費
者
庁
が
注
意
喚
起 

マスク専用の 
ミンティア 発売！！ 

  アサヒグループ食品は、「ＭＩＮＴ
ＩＡ」シリーズの新製品として、マス
ク着用時専用の「ミンティア+ＭＡＳ
Ｋ」を３月１日から発売します。 
 同商品は、ペパーミントとシトラス
ミントの２種類。いずれも香りに着目
し、マスク着用時でも従来品よりさら
に心地よい香りが広がります。独自設
計のカプセルを配合しており、カプセ
ルがはじけることで鼻腔まで爽快な
香りが持続します。またマスク着用時
に食べても目に沁みない、優しい清涼
感に仕上げたそうです。 
        参考・引用：Impress Watch 

い
の
が
現
状
で
す
。 

そ
の
要
因
の
１
つ
と
し

て
、
ヒ
ト
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
医
薬
品
候
補
の
有
効

性
検
証
方
法
が
確
立
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、
検
証
方
法
確
立
に
は
、

ま
ず
有
効
性
検
証
に
用
い
る

ヒ
ト
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
体
外
で

同
ウ
イ
ル
ス
を
増
殖
さ
せ
る

手
法
の
研
究
開
発
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
成
果
は
細
胞
ア
ッ
セ

イ
研
究
会
に
て
発
表
さ
れ
、

今
後
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
治
療
薬
の
開
発
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。 

参
考
・
引
用
：
Ａ
Ｍ
Ｐ 

  

       
 

 
 

薬学を学ぶ女子高生 
消毒剤を開発 

無
添
加
調
理
、
だ
か
ら
お
い

し
い
殺
菌
温
度
や
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
工
夫
に
よ
り
、
無
添
加

調
理
で
も
長
期
保
存
可
能
な

イ
シ
イ
の
非
常
食
。
定
期
的

に
入
れ
替
え
が
必
要
な
社
内

の
非
常
食
で
す
が
、
普
段
の

食
事
と
し
て
も
も
ち
ろ
ん
お

い
し
く
召
し
上
が
っ
て
い
た

だ
け
ま
す
。 

 

保
存
方
法 常

温
保
存 

販
売
場
所 

石
井
食
品
公
式
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア 

無
添
加
調
理
専
門
店
「
イ
シ
イ
の
オ
ン

ラ
イ
ン
ス
ト
ア
」
に
て
限
定
１
０
０
セ

ッ
ト
販
売 参

考
・
引
用
：
船
橋
経
済
新
聞 

未
満
の
お
子
様
に
は
食
べ
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
誤
っ

て
気
管
に
入
り
窒
息
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
お

子
様
が
泣
い
て
い
る
時
に
は
食
べ
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
」(

『
４
歳
未
満
の
お
子
様
に
は
食
べ
さ
せ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
』
の
部
分
は
赤
字)

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
昨
年
ま
で
の
注
意
表
示
は
「
う
ま
く
飲
み
込
め

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
が
の
ど
に
詰
ま
ら

せ
な
い
よ
う
に
必
ず
そ
ば
で
見
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
」
で
あ
り
、
今
年
か
ら
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
表
現
に
踏

み
切
り
ま
し
た
。(

春
以
降
の
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
か
ら
は

随
時
、
消
費
者
庁
が
２
０
２
１
年
１
月
に
新
た
に
定
め
た

「
５
歳
以
下
」
に
表
示
を
変
更
す
る
予
定) 

 

ま
た
、
節
分
用
の
豆
は
あ
ま
り
食
材
と
し
て
使
う
こ
と

は
な
い
が
、
メ
ニ
ュ
ー
サ
イ
ト
大
手
の
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
で

は
「
節
分
」
と
検
索
し
た
場
合
、「
５
歳
以
下
の
お
子
様
に

は
硬
い
豆
や
ナ
ッ
ツ
類
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
注
意
喚
起
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

な
お
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
と
、 

２
０
２
０
年
２
月
３
日
島
根
県 

松
江
市
の
認
定
こ
ど
も
園
で
節 

分
の
行
事
中
に
４
歳
の
園
児
が 

節
分
の
豆
を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ 

死
亡
し
た
事
故
が
発
生
し
て
い 

ま
す
。
各
家
庭
で
も
同
様
の
事 

故
が
起
き
な
い
よ
う
祈
る
ば
か 

り
で
す
。 参

考
・
引
用
：
食
品
産
業
新
聞
社 



 

 

 

 

Echigo Teku2 Face Book 

一般社団法人県央研究所は 2021年 1月 

SDGs宣言を行いました！ 

  今回は弊所の最新の活動についてご報告させて頂きます。 
 ◎ＳＤＧｓとは？ 
・Sustainable development Goals=持続可能な開発目標。 
・2015 年の国連サミットで採択された、様々な課題に対して全
加盟国 193 ヵ国が 2030 年までに達成を目指す 17 の共通目標。 

◎県央研究所×ＳＤＧｓ 
 
 
 
 
・目標達成には、国や自治体といった行政機関、NPO 団体、教
育機関、企業、個人などがそれぞれの立場で出来ることから始
めることが重要です。弊所はこのたび、SDGs の５項目につい
て具体的な取組みを進めていくことを宣言しました。 
・これまで取組んできた「イルミネーション！コミュニケーシ
ョン！」「各種出張講座」「けんおう防災キャンプ」などに加え、
再生可能エネルギーを活用した地域貢献(地域社会の持続的発
展)と環境貢献(地球環境・地域環境の保全)に取組みます。 
・５項目の宣言を皮切りに、今後も他項目への宣言と目標達成
に向けた取組みを展開してまいります。 

  
 
 
貧困状態にある子どもたちは、教育や体験の場を奪われたり、

医療や食事面でも極めて不利な状況におかれています。未来の選
択肢が奪われるようなことがあってはなりません。 
 森林は木材や山菜、きのこなどを生産するだけでなく、災害の
防止、水源の涵養、二酸化炭素の吸収などの様々な機能に加え、多
様な生物の生育・生息の場を提供するなど、将来に引き継いでい
かなければならない貴重な資源であり大切な財産です。無秩序な
伐採や開発などによる森林の荒廃を防ぐために長期的な視点での
計画的な管理が必要です。 
  
 
 
ウエストグループが大光銀行との協働で進める「電気使用量の

削減・再生可能エネルギーへの代替・二酸化炭素発生量の抑制」に
よる環境価値の創出の取組み(ＣｏＣｏＬｏプロジェクト)に賛
同。自家消費型太陽光設備による再エネ電源活用で削減される年
間数十トンのＣＯ₂の数値化・資金化を行ない、全額自治体へ寄付
します。子育て支援や植林事業に活用してもらいます。 
 
 
 
子どもたちの成長や自然環境の保全は地域ぐるみで行っていか

なければならないということを共有することが重要です。可視化
された二酸化炭素削減量や寄付金額を漫然と捉えるのではなく、
この取り組みを職員の意識向上や地域住民の関心の高まりにつな
げ、さらには地域社会全体の意識醸成を図ることも目指します。 

 
地 域 社 会 の 持 続 的 発 展 

課題と目標 

具体的な取り組み 

未来への展望 

 
 
 
大量に排出される二酸化炭素は地球の温暖化に深刻な影響を与

えています。再生可能エネルギーの活用などで温室効果ガスの排
出量の削減に向けて取り組まなければなりません。 
 
 
 
本社屋と新社屋に自家消費型太陽光設備(パネル 39.68 ㎾×115

枚、パワコン 19.80 ㎾×3 台)を導入することで、初年度想定発電
量 30,337kwh、自家消費率 90.9％、想定 CO₂排出削減量 14.45t/年
を目指します。 
 
 
 
環境保全が「他人事」ではなく「自分事」であると職員や地域住

民の方々が感じ、家庭や日常生活で自身が取り組むべきことを考
えるきっかけにつなげます。また、地域の子どもたちが地球温暖化
の現状や対策を学ぶ場を提供していきます。 

 
地 球 環 境 ・ 地 域 環 境 の 保 全 

課題と目標 

具体的な取り組み 

未来への展望 

県央研究所の SDGs 宣言への覚悟 
 

【県央研究所は SDGsへの取組みを通して、更なる地域貢献及び環境貢献を行って参ります。】 
 
所内でも SDGs への取組みは、今後の企業活動にとって重要なファクターと捉え、職員への周知を徹底し、
SDGsへの取組みについて重要性を理解し活動していきます。 


